
世代を超えた交流のひととき世代を超えた交流のひととき
　黒川のお達者教室では、黒川保育園を訪問し園児との交流を行いました。
交流では、歌に合わせて手遊びをしたり、積み木やブロックで一緒に遊んだり
して楽しい時間を過ごしました。最初は少し緊張した様子も見られましたが、
園児たちの元気な声や笑顔に、自然と会話も弾みました。
　参加者からは「子どもたちから元気をもらえた」「とても楽しい時間だった」
といった声が聞かれ、世代を超えた温かな交流の機会となりました。今後も地
域のつながりを深める活動を続けていきたいと思います。
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　昨年度は、白川町でも少子高齢化の進行や社会的孤立など、地域を取り巻く課題が一層複雑化する中で、
住民の皆さま、関係機関の皆さま、行政とも力を合わせながら、「誰もが安心して暮らせる地域づくり」を
目標に事業を進めてまいりました。見守り活動や相談事業、ボランティア、市民活動の推進、災害時の支え
合い体制づくりなど、各事業を通じて、多くの方にご参加、ご協力をいただいたことに、心より感謝申し上
げます。
　介護保険事業については、職員不足から一時的にショートステイの受け入れを制限させていただき、ご利
用者様にはご不便をおかけしました。今後は職員不足解消をはかるよう取り組んでまいります。
　今年度は、こうした状況下で高齢者福祉の持続可能性を確保するためには、単なる介護サービスの提供に
留まらないよう、その中核に据えるのが「元気人口の増加」です。そのために職員一丸となって取り組んで
いきます。

地域福祉事業地域福祉事業

2025年度　事 業 報 告

・ボランティア・地区福祉会活動支援
・平常時から災害時等、住民同士で気に
かけ合える「まち」作り支援

・住民による集まりの場支援
・介護予防事業
・町内の小・中学校・園の福祉活動支援
・認知症・ひきこもりの家族・当事者支援
・各種相談事業　生活での困りごと支援
・日常生活自立支援事業
・法人後見事業

・特養サンシャイン（定員６０名）
・地域密着特養サンシャイン（定員１６名）
・地域密着特養あいらんど（定員２９名）
・グループホームかわばた荘（定員１８名）

施設での介護事業施設での介護事業

・訪問介護　・訪問入浴　・居宅介護支援　
・短期入所生活介護（定員２０名）
・地域密着サンシャイン通所介護（定員１８名）
・白楽園通所介護（定員２５名）
・地域密着気楽園通所介護（定員１８名）
・地域密着せせらぎ園通所介護（定員１５名）
・白川町こども発達支援教室事業

在宅での介護事業在宅での介護事業
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勘定科目 金　額

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

会費収入 4,268,000
寄附金収入 7,027,560
経常経費補助金収入 38,442,547
受託金収入 39,744,714
貸付事業収入 5,000
事業収入 1,176,200
介護保険事業収入 801,822,056
障害福祉サービス等事業収入 2,808,842
その他の事業収入 16,440,966
出向者負担金収入 4,478,870
受取利息配当金収入 2,491,358
その他の収入 2,937,428
事業活動収入計(1) 921,643,541

支
出

人件費支出 657,465,007
事業費支出 216,181,993
事務費支出 14,474,245
利用者負担軽減額 79,085
共同募金配分金事業費支出 4,543,132
助成金支出 2,310,077
流動資産評価損等による資金減少額 91,846
事業活動支出計(2) 895,145,385

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 26,498,156

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

収
入
施設整備等補助金収入 3,639,000
施設整備等収入計(4) 3,639,000

支
出
固定資産取得支出 18,461,082
施設整備等支出計(5) 18,461,082

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) ▲14,822,082

そ
の
他
の
活
動

に
よ
る
収
支

収
入

長期貸付金回収収入 103,660
積立資産取崩収入 5,917,131
その他の活動収入計(7) 6,020,791

支
出
積立資産支出 5,246,535
その他の活動支出計(8) 5,246,535

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 774,256
予備費支出(10) −
当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) ▲12,450,330

前期末支払資金残高(12) 539,159,858
当期末支払資金残高(11)+(12) 551,610,188

勘定科目 金　額

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

収
益

会費収益 4,268,000
寄附金収益 7,027,560
経常経費補助金収益 38,442,547
受託金収益 39,744,714
事業収益 1,176,200
介護保険事業収益 801,822,056
障害福祉サービス等事業収益 2,808,842
その他の事業収益 16,440,966
出向者負担金収益 4,478,870
サービス活動収益計(1) 916,209,755

費
用

人件費 658,541,616
事業費 216,191,773
事務費 14,474,245
利用者負担軽減額 79,085
共同募金配分金事業費 4,543,132
助成金費用 2,310,077
減価償却費 87,278,872
国庫補助金等特別積立金取崩額 ▲52,762,499
徴収不能額 91,846
サービス活動費用計(2) 930,748,147

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2) ▲14,538,392
サ
ー
ビ
ス
活
動
外

増
減
の
部

収
益

受取利息配当金収益 2,491,358
その他のサービス活動外収益 3,824,522
サービス活動外収益計(4) 6,315,880

費
用
その他のサービス活動外費用 2,294,532
サービス活動外費用計(5) 2,294,532

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) 4,021,348
経常増減差額(7)=(3)+(6) ▲10,517,044

特
別
増
減
の
部

収
益
施設整備等補助金収益 3,639,000
特別収益計(8) 3,639,000

費
用
固定資産売却益･処分損 9
国庫補助金等特別積立金積立額 3,639,000
特別費用計(9) 3,639,009

特別増減差額(10)=(8)-(9) ▲9
当期活動増減差額(11)=(7)+(10) ▲10,517,053

繰
越
活
動

増
減
差
額
の
部

前期繰越活動増減差額(12) 601,122,950
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 590,605,897
基本金取崩額(14) 0
基金取崩額(15) 0
その他の積立金取崩額(16) 0
その他の積立金積立額(17) 0
次期繰越活動増減差額(18)
=(13)+(14)+(15)+(16)-(17) 590,605,897

資金収支計算書
（自） 2025年4月1日　（至） 2026年3月31日

事業活動計算書
（自） 2025年4月1日　（至） 2026年3月31日

資　産　の　部
勘　定　科　目 金　額

流動資産 612,395,372
現金預金 488,154,839
事業未収金 121,626,148
未収金 486,763
貯蔵品 105,504
立替金 8,917
前払金 936,146
前払費用 1,077,055
固定資産 1,640,770,938
基本財産 943,101,652
土地(基本) 400,873,314
建物(基本) 541,228,338
特定預金 1,000,000
その他の固定資産 697,669,286
土地 6,887,217
建物 5
構築物 1,848,847
車輌運搬具 4,151,289
器具及び備品 53,510,596
権利 319,218
ソフトウェア 13,538,309
長期貸付金 76,769
退職給付引当資産 66,233,730
退職共済積立資産 4,055,041
社会福祉活動基金積立資産 59,110,335
介護事業運営基金積立資産 159,150,000
社協車更新基金積立資産 28,220,000
減価償却積立資産 225,000,000
特別修繕積立資産 75,000,000
貸付事業貸付金 60,000
その他の固定資産 507,930

資産の部合計 2,253,166,310

負　債　の　部
勘　定　科　目 金　額

流動負債 87,607,012
事業未払金 60,336,123
職員預り金 449,061
賞与引当金 26,821,828

固定負債 91,601,511
退職給付引当金 91,601,511

負債の部合計 179,208,523
　純　資　産　の　部

勘　定　科　目 金　額
基本金 131,754,120
国庫補助金等特別積立金 805,117,435
その他の積立金 546,480,335
社会福祉活動基金積立金 59,110,335
介護事業運営基金積立金 159,150,000
社協車更新基金積立金 28,220,000
減価償却積立金 225,000,000
特別修繕積立金 75,000,000
次期繰越活動増減差額 590,605,897
（うち当期活動増減差額） ▲10,517,053

純資産の部合計 2,073,957,787
負債及び純資産の部合計 2,253,166,310

貸借対照表　2026年3月31日現在 （単位：円）

（単位：円） （単位：円）



食事サービス研修を開催しました
　白川町管理栄養士の武市氏を講師に迎え、
食事サービス研修会を開催しました。
　研修では、手洗いチェッカーを使用した衛
生講話と調理実習を行いました。手洗い
チェッカーでは、普段の手洗いで洗い残しが
出やすい部分を確認し、正しい手洗いの方
法を学びました。衛生講話では、食中毒の
主な原因や予防のポイントについて説明があ
り、「つけない・ふやさない・やっつける」
の三原則を中心に、食事サービスを実施す
るうえで大切な衛生管理について学びました。
　調理実習では、栄養バランスや塩分に配
慮した献立づくりと調理を行いました。参加
者からは、「今後の活動に活かしたい」といっ
た声が聞かれました。
　食事サービ
スの継続が課
題となる地区
もあり、見守
り活動の必要
性についても
考える機会と
なりました。

聴覚障がいについて学びました
　蘇原小学校５年生では、聴覚障がいに
ついて学ぶ福祉学習を実施しました。講
師には、聴覚に障がいのある豊本めぐみ
さんをお招きし、ご自身の経験を交えな
がらお話をしていただきました。
　授業では、耳が聞こえないことで日常
生活の中で困ることや、手話や筆談など
のコミュニケーション方法について学び
ました。児童たちは真剣に話を聞きなが
ら、相手に伝わりやすい方法や配慮につ
いて考えていました。
　今回の学習を通して、障がいへの理解
を深めるとともに、お互いを思いやり支
え合うことの大切さを学ぶ機会となりま
した。

ふれあいいきいきサロン代表者会議
　６月２５日から３０日にかけて、町内５地区でサロン代表者会議を開催しました。今回のサロン
代表者会議では、町民会館と各地区ふれあいセンターにご協力をいただき、白川地区では消臭
袋＆匂い袋、白川北地区ではクラフトバンドの敷物、蘇原地区ではタイルのコースター、黒川地
区では簡単スイーツ、佐見地区では関東風桜もちの作り方を教えていただきました。みなさんか
らは、「サロンのみんなで出来そう」「手と頭も使うからいいね」「これはサロンではちょっと難し
いかも」などという声が聞かれ、どの地区も楽しく交流しながら取り組まれました。その後、サ
ロンの活動内容などの情報交換を行いました。各サロン工夫して活動されていますが、高齢な方
が多く参加者が減っている、新しい人がなかなか増えないなどといった悩みも聞かれました。社
協として、地域の大切な集まりの場であるサロンの活動が継続できるよう支援を行っていきます。
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ふくし展を開催します
　福祉やボランティア活動について楽しく学
び、体験できる「ふくし展」を開催します。
　会場では、最新の介護機器の展示をはじ
め、町内福祉施設利用者の作品展示や小中
学校の福祉活動報告展示、介護予防事業の
活動紹介などを行います。また、ボランティ
ア団体による啓発活動や企業等による体験
ブースも予定しています。
　さらに、赤十字奉仕団による炊き出しの
提供もあります。
　子どもから高齢者まで、どなたでも楽しみ
ながら福祉について知ることができる内容と
なっています。ぜひご家族やお友達とお誘い
合わせのうえ、ご来場ください。
【日時】令和８年１０月２５日（日）
　　　　午前９時～午後３時

「ふくし」絵画＆写真募集
　白川町社会福祉協議会では、１０月２５日
に開催する「ふくし展」にあわせて、「ふ
くし」をテーマにした作品を募集します。
　写真部門では「笑顔になれる写真」、
絵画部門では「思いやり」「支え合い」
をテーマに作品を募集します。家族や地
域の人とのふれあい、助け合いの場面な
ど、皆さんが感じる“ふくし”を作品で表
現してみませんか。

応募締切：９月３０日（水）

　応募方法や応募資格などの詳細は、広
報しらかわ８月号に折り込みの募集チラ
シをご覧ください。
　皆さまからのたくさんのご応募をお待
ちしています。

ボランティア活動で地域を元気に！
　白川町社会福祉協議会では、住民の皆さんが気軽にボランティア活動へ参加できるきっかけづ
くりとして、「ふくしスマイルポイント事業」の実施を予定しています。
　近年、地域のつながりの希薄化や少子高齢化が進むなか、支え合いの地域づくりがますます
重要になっています。一方で、「ボランティアに興味はあるけれど、何をしたらよいか分からない」「参
加するきっかけがない」という声も聞かれます。
　そこで本事業では、ボランティア活動への参加を応援する仕組みとして、活動に応じてポイン
トを付与します。対象となるのは、町内福祉施設でのボランティア活動や、社会福祉協議会およ
び町が主催するボランティア活動です。活動時間に応じてポイントが貯まり、貯まったポイントは
しらかShiRaCaポイントと交換することができます。
　この事業は、ポイントを貯めることが目的ではなく、ボランティア活動を通じて福祉や介護へ
の理解を深め、地域の支え合いの輪を広げることを目的としています。また、高齢者の皆さんにとっ
ては、生きがいや社会参加の機会となり、健康づくりや介護予防にもつながることが期待されま
す。
　現在、事業開始に向けて受入施設の募集や制度の準備
を進めています。事業の開始時期や参加方法、ポイントの
付与・交換方法などの詳細につきましては、決定次第、新
聞折込チラシやホームページ等でお知らせしますので、ぜひ
ご覧ください。
　皆さんのご参加を心よりお待ちしております。
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　調理実習では、栄養バランスや塩分に配
慮した献立づくりと調理を行いました。参加
者からは、「今後の活動に活かしたい」といっ
た声が聞かれました。
　食事サービ
スの継続が課
題となる地区
もあり、見守
り活動の必要
性についても
考える機会と
なりました。

聴覚障がいについて学びました
　蘇原小学校５年生では、聴覚障がいに
ついて学ぶ福祉学習を実施しました。講
師には、聴覚に障がいのある豊本めぐみ
さんをお招きし、ご自身の経験を交えな
がらお話をしていただきました。
　授業では、耳が聞こえないことで日常
生活の中で困ることや、手話や筆談など
のコミュニケーション方法について学び
ました。児童たちは真剣に話を聞きなが
ら、相手に伝わりやすい方法や配慮につ
いて考えていました。
　今回の学習を通して、障がいへの理解
を深めるとともに、お互いを思いやり支
え合うことの大切さを学ぶ機会となりま
した。

ふれあいいきいきサロン代表者会議
　６月２５日から３０日にかけて、町内５地区でサロン代表者会議を開催しました。今回のサロン
代表者会議では、町民会館と各地区ふれあいセンターにご協力をいただき、白川地区では消臭
袋＆匂い袋、白川北地区ではクラフトバンドの敷物、蘇原地区ではタイルのコースター、黒川地
区では簡単スイーツ、佐見地区では関東風桜もちの作り方を教えていただきました。みなさんか
らは、「サロンのみんなで出来そう」「手と頭も使うからいいね」「これはサロンではちょっと難し
いかも」などという声が聞かれ、どの地区も楽しく交流しながら取り組まれました。その後、サ
ロンの活動内容などの情報交換を行いました。各サロン工夫して活動されていますが、高齢な方
が多く参加者が減っている、新しい人がなかなか増えないなどといった悩みも聞かれました。社
協として、地域の大切な集まりの場であるサロンの活動が継続できるよう支援を行っていきます。
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ふくし展を開催します
　福祉やボランティア活動について楽しく学
び、体験できる「ふくし展」を開催します。
　会場では、最新の介護機器の展示をはじ
め、町内福祉施設利用者の作品展示や小中
学校の福祉活動報告展示、介護予防事業の
活動紹介などを行います。また、ボランティ
ア団体による啓発活動や企業等による体験
ブースも予定しています。
　さらに、赤十字奉仕団による炊き出しの
提供もあります。
　子どもから高齢者まで、どなたでも楽しみ
ながら福祉について知ることができる内容と
なっています。ぜひご家族やお友達とお誘い
合わせのうえ、ご来場ください。
【日時】令和８年１０月２５日（日）
　　　　午前９時～午後３時

「ふくし」絵画＆写真募集
　白川町社会福祉協議会では、１０月２５日
に開催する「ふくし展」にあわせて、「ふ
くし」をテーマにした作品を募集します。
　写真部門では「笑顔になれる写真」、
絵画部門では「思いやり」「支え合い」
をテーマに作品を募集します。家族や地
域の人とのふれあい、助け合いの場面な
ど、皆さんが感じる“ふくし”を作品で表
現してみませんか。

応募締切：９月３０日（水）

　応募方法や応募資格などの詳細は、広
報しらかわ８月号に折り込みの募集チラ
シをご覧ください。
　皆さまからのたくさんのご応募をお待
ちしています。

ボランティア活動で地域を元気に！
　白川町社会福祉協議会では、住民の皆さんが気軽にボランティア活動へ参加できるきっかけづ
くりとして、「ふくしスマイルポイント事業」の実施を予定しています。
　近年、地域のつながりの希薄化や少子高齢化が進むなか、支え合いの地域づくりがますます
重要になっています。一方で、「ボランティアに興味はあるけれど、何をしたらよいか分からない」「参
加するきっかけがない」という声も聞かれます。
　そこで本事業では、ボランティア活動への参加を応援する仕組みとして、活動に応じてポイン
トを付与します。対象となるのは、町内福祉施設でのボランティア活動や、社会福祉協議会およ
び町が主催するボランティア活動です。活動時間に応じてポイントが貯まり、貯まったポイントは
しらかShiRaCaポイントと交換することができます。
　この事業は、ポイントを貯めることが目的ではなく、ボランティア活動を通じて福祉や介護へ
の理解を深め、地域の支え合いの輪を広げることを目的としています。また、高齢者の皆さんにとっ
ては、生きがいや社会参加の機会となり、健康づくりや介護予防にもつながることが期待されま
す。
　現在、事業開始に向けて受入施設の募集や制度の準備
を進めています。事業の開始時期や参加方法、ポイントの
付与・交換方法などの詳細につきましては、決定次第、新
聞折込チラシやホームページ等でお知らせしますので、ぜひ
ご覧ください。
　皆さんのご参加を心よりお待ちしております。
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　社協では、高齢者のくらし、介護や
生活の不安、人とのつながりに関することな
ど、様々なご相談をお受けしています。職員が
お話をうかがい、必要な支援や情報提供を行
います。
　ご本人はもちろん、ご家族やご近所からの
ご相談でもかまいません。お電話や窓口でお
気軽にご相談ください。

　【相談受付】　月曜日から金曜日（祝日除く）
　　　　　　　8時30分～17時

　金銭問題・家庭問題・契約問題など、弁護
士による専門的な相談を受けることができま
す。是非、問題解決の第一歩としてご利用く
ださい。

時　間 午後１時から４時まで（１人３０分程度）
場　所 福祉センターさわやか白楽園

★　予約が必要です　　　

８月18日（火）倉知　孝匡　氏
９月15日（火）坂井田吉史　氏
10月20日（火）江田　直人　氏　
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心結つながり相談

どの相談も個人情報を正しく取り扱い、秘密はかたく守ります。
無料法律相談（毎月開催） こころ

福祉センターは、暑さから身を守るための
「クーリングシェルター（指定暑熱避難施設）」
に指定されています。
クーリングシェルターとは、冷房の効いた施
設を開放し、暑さをしのぎながら熱中症予防
に役立てていただくための施設です。
熱中症特別警戒アラートが発表された際はも
ちろん、アラートが発表されていない日でも
気温が高く暑さが厳しい日は、無理をせず
お気軽にご利用ください。休憩や水分補給
をしながら、涼しい環境
でお過ごしいただけます。

● 開放場所 ▼
      福祉センター和室
● 開放日時 ▼
      月～土曜日
      9：00 ～ 17：00

新茶をご寄付いただきました
このたび、（農）中野茶生産組合様より新茶
18㎏をご寄付いただきました。
ご寄付いただいた新茶は、当会が運営する
デイサービスや特別養護老人ホームの利用
者の皆さまに味わっていただく予定です。
香り豊かな新茶は、利用者の皆さまに季節を
感じていただくとともに、日々 の楽しみの一つ
となります。
温かいご厚意に心より感謝申し上げます。
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クーリングシェルター
を !ご利用ください


